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≪ 神童 イエス 》

共同体の諸々の義務や宗教上の義務が発生する成人 (男 性 13歳 、女性

12歳 )と なる前年 (12歳 )の 時の イエスにまつわる出来事が今 日の場

面です 。ユダヤ人の慣習に従 えばイエスには神殿詣での義務はまだあ りま

せん 。ただ、当時の親たちは成人前の子供であっても “慣 らし "の ために

神殿言旨でに同行 させることが 、よ くあ りました。現代の常識に当て嵌める

なら、イエスはこの時 19歳 と同 じ扱いを受けます。

平均寿命が 30歳 に満たない時代 (1世紀 )で すから、これに合わせて

“戌人 ''の 時期 も早かったと考えられます 。親 とえワ||す るもに “大人 ''と

なっていなければ、子供ばか りでは古代社会は成 り立たなかったか らです 。

したが って ``少 年イエス "な る聖書の見出 Lは 、やや時代錯誤 といわれて

も仕方があ りません。

ベツ レヘムの街外れの家畜小屋で生 まれたイエスが 、両親に抱かれて神

殿詣で をヒた時にはイエスの本質を言い当てる預言者らがそこに待機 して

お りましたが 、今回の神殿には、もうそれ らしき人物は見 当た りません。

12歳 のイエスは、誕生時 とは違い 、大人 と語 り合 うこともできます。

さて、春の過逮祭にイエスは両親に逹れられて、ガ リラヤのナザ レを出

てエルサ レムヘ と向かいます。おそら く近隣の村人や親類 と一緒です 。往

復の道な りには道標 もあ り、一定の団体移動がなされたと考えられ ます 。

うま くいけば “群れ "か ら逸れることはな さそうです。

往路 (上 り )で はガll段 、問題は発生 しなか ったようです 。目的地はエル

サ レムです 。その近郊に数 日間滞在 し、もといたナザ レに戻る予定です 。

時が経ち、過逮祭が終わると、祭 りに集まっていた多 くの人々が 、一斉

に家路につ きます。復路 (下 り )で は再び往路 と同 じ団体移動がは じま り

ます。出発点 (起点 =エ ルサ レム )か らの下 りは一斉スター トとなる分 、

人の数は往路の数倍に膨れ上が ります。ただ、それぞれの 目的地は決 まっ

ているので 、夜道 さえ気 をつければt配はい りません。イエスが
｀
所属 "

す る団体 もその うちの一つです。往路 と同 ビ道 を “一 日分 "歩 き終えると、

一行は宿泊予定地に辿 り着 きました。今度は朝 まで家族単位の行動が待 っ

ています 。と、その時 、ヨセフとマ リアには同行 していたはずの息子 イエ
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スの姿が見 当た りません 。一体 どこに消えたのか。疲労困悠の両親は取 る

物 も取 り敢 えず 、今来た道 をひきかえす ことにな りました。夜通 し歩いて、

二人は “祭 りの後 "の静 ま り返 ったエルサ レムに舞い戻 ります 。

行方が分からな くなった “二 日後 "に 息子は現れます 。後に 、死んで甦

るイエスが要 した日数 よりも一 日多 くの時 を経 て。ただ し、この 日 (四 日

日 )は 誰 も喜びに溢れ ることはあ りませんで した。ヨセフとマ リアは息子

を前に Lて “怒 り起頭 "です。

どうして、こんなことをLて くれたの ! 見なさヽヽ 1 お父さんも

私 も:む 配 して (血 眼になってあなたを )捜 してたのよっ !

イエスはマリアから、こっびど く叱られました。するとイエスは親に向

かって返事 をします。

どうして私を、お捜 ヒになったのですか、私が自分の父の家にいる

はずだとヽヽうことを、知らなかったのですか。

両親は息子の語ったことの「 意味が分からなか った 」との ことです 。イ

エスが語 った自分の “父の家 "と は、言 うまで もな く、父なる神の家であ

るエルサ レム神殿の ことで した。親はおそら く来年 、成人するはずの息子

の 、こうした子供 じみた (?)素 行が気がか りだったようです。

その時 、息子は神殿に居残 り、鏡内で教
`〒

たちと差 しで議論 していたの

で した。この 20年後に “教師 "の うちの誰かが 、イエスと敵対すること

があ りません ように 。

≪  ヨル ダ ン 川 に て  》

全ての預言者と律法が預言 したのは 、ヨハネの時までである。

(マ ダイ福音書 11:13)
律法 と預言者は 、ヨハネの時までである。

(ル カ福音書 16:16)
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こうした、イエスの発言は、洗礼者ヨハネをもって、その “時 "が 終焉

することをよく示 しています。つまり、ヨハネの最後の大仕事が、ナザ レ

のイエスに洗礼 を授けることでした。その後 、領主の倫理に惇る結婚 を公

然 と非難 した廉でヨハネは逮捕 された刑 されてしまいます。こうして「律

法 と預言者の時 」は終 りますが、ほぼ同時期にイエス・キリス トの所調 、
“公生涯 "が 、始まります。

「主の道 を備え、道筋をまっすぐにする」ことがイザヤ書の説 くヨハネ

の使命だったのだとすると、その “主の道 ''を 整える使命のはじまりに彼

による授洗も含まれていたのでしょうか。もし、そうだとすると、ナザ レ

のイエスの “公生涯 "と 、これが深 くかかわってぃたと考えられます。

僻地ナザ レの (自 称 )は した女のマ リアから生まれ、30歳 (ル カ福音

書 3:23)に なって、罪人らと同列に並び、ヨルダン川でヨハネから洗

ネしを授かったイエスは、この時、その行為者 (ヨ ハネ )の 時代の終わ りと

共にありました。律法と預言者の時代は、こうして幕を閉 じたのです。今

後は律法 も預言者も当てにすることはできな くなります。これは、古代社

会の人の生き方そのものの大転換を意味 します。

けれども、使徒言行録によると、イエスの直弟子たちは、この大転換 を

受け入れられず 、異邦人との交流を、一部 、遮断 して、パウロから非難さ

れます。パウロの存在理由もそこにあ `,ま した。

さて、イエスによる大転換の “制定 "は 、当該民族の解体 を意味 してい

ました。その、徹底をもって、ユダヤ教のキリスト派は独立 したキリスト

教 となり、今日に至 ります。

罪なきイエスが、どうして ``悔 ぃ改めの洗礼 "を 受けたのか、とい う議

論は、事実上棚上げとなったままです。ただ、イエスが洗い流 したものは、

もしかしたら “罪 "ではな く、「律法と預言者 」の影響そのものだったの

か もしれません。
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